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養豚場のメタンを回収する CDM 事業にて温暖化防止に貢献

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社

DOWA エコシステム株式会社

伊藤忠商事株式会社（東京都港区北青山２丁目５番１号 資本金：２，０２２億円 社長：小林 栄

三 以下「伊藤忠」）と DOWA エコシステム株式会社（東京都千代田区外神田４丁目１４番１号

資本金：１０億円 社長：古賀 義人 以下「DOWA」）は、フィリピンの養豚場における糞尿処理

工程にて発酵するメタンを回収・燃焼させることで、温室効果ガスを削減し、排出権（CER：

Certif ied Emission Reduction）を創出する CDM事業を共同推進することを決定しました。

伊藤忠と DOWA は、2007 年 9 月より養豚メタン回収プロジェクトの取組みに関し共同で検討を

開始、フィリピンでの事業化調査を進めてきましたが、今般、両社にとって第一号となる CDM 事

業化を推進する為、出資比率を 伊藤忠：DOWA 51:49 とする現地事業会社（仮称 IDES 資

本金３３０万ドル） を設立することを決定しました。 この事業会社はマニラ周辺の養豚場と契約

のうえメタン回収装置を設置、2009 年以降年間 15 万トン程度の CERを創出する予定です。更

に、フィリピン国内での契約農家を拡大し、より多くの CER 創出につなげるほか、アジアの他国

でも同様の事業化を展開予定です。

現状の養豚農家においては、開放型の糞尿処理池を利用した糞尿処理を行っているため発酵

したメタン（温室効果ガスの一種、二酸化炭素の２１倍）が大気に放出され地球温暖化の一因と

なっております。 本事業においては、糞尿池にテント構造物を設置し発酵するメタンを効果的に

回収・燃焼することで、メタンの大気放出を削減し、温室効果ガスを排出する権利である CERを

創出し、日本の需要家への販売や自社使用とする予定です。

伊藤忠と DOWA は、本件を温暖化ガス削減、排出権の創出に向けた事業の礎とし、同国での

更なる契約の拡大や他国でも新しい優良な CDM 事業を展開することにより、日本の温暖化防

止策に中長期的に寄与できるものと考えています。
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